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過去の天候が人間社会に与えた影響、人間社会の応答を知りたい。

そのうち主に、(自然科学者として) 天候の実態解明を担当する。

そのために文書として残された毎日の天気や災害記録を利用する。

近世日本 (江戸時代) の飢饉の多くは東北地方の冷夏によって起きた。

天保の飢饉が起きた1830年代のうちでも年々変動がある。

それぞれの年の天候パターンはどのようなものだったか?

《本研究での問い》


